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厳
原
町
小
浦
地
区
に
建
設
さ
れ
て
い
た
小

浦
ダ
ム
が
こ
の
ほ
ど
完
成
し
、
10
月
26
日
、

竣
工
記
念
式
典
が
現
地
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
ダ
ム
の
完
成
に
よ
り
、
小
浦
地
区
の

住
民
が
永
年
悩
ま
さ
れ
て
き
た
川
の
氾
濫
を

未
然
に
防
ぎ
、
ま
た
、
地
区
人
口
の
急
速
な

増
加
に
よ
る
渇
水
期
の
深
刻
な
水
不
足
の
解

消
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
午
前
10
時
よ
り
開
始
さ
れ
た
竣
工
式
に
は
、

松
村
市
長
及
び
金
子
知
事
を
は
じ
め
国
・
県

・
市
の
関
係
者
、
地
元
地
権
者
な
ど
約
50
名

が
出
席
。
記
念
植
樹
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
な
ど

が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
厳
原
北
小
学
校
の
児
童

55
名
が
ソ
ー
ラ
ン
節
の
演
技
と
エ
ー
デ
ル
ワ

イ
ス
な
ど
２
曲
を
演
奏
し
ま
し
た
。

　
セ
レ
モ
ニ
ー
の
最
後
に
は
、
出
席
者
全
員

で
ダ
ム
天
端
道
路
の
通
り
初
め
を
行
い
、
完

成
を
祝
い
ま
し
た
。

　
対
馬
市
関
係
の
千
四
百
名
余
り
の
戦
没
者

の
方
々
を
追
悼
し
、
永
遠
の
平
和
へ
の
決
意

を
新
た
に
す
る
平
成
17
年
度
対
馬
市
戦
没
者

追
悼
式
が
、
10
月
28
日
、
豊
玉
総
合
運
動
公

園
体
育
館
で
厳
か
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
、
市
内
の
各
町
か
ら
遺
族
や
来

賓
ら
４
０
０
名
を
超
え
る
方
が
参
列
し
、
献

花
台
に
花
を
添
え
て
戦
没
者
の
冥
福
を
祈
り
、

平
和
へ
の
誓
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。
　

　室町時代に国王使節として日本へ派遣され、仏教聖典

の伝達や両国の文化交流に貢献し、対馬と朝鮮国との「通

交貿易」に関する条約の締結に大きな功績を残した通信

史「李芸」の功績を記す石碑が、日韓両国の有識者らで

組織する対馬韓国先賢顕彰会（日本側会長：永留久恵

氏）により峰町佐賀の円通寺境内に建立されました。

　11月21日、功績碑の除幕式が行われ、日韓両国の関

係者およそ140名が参加。改めて李芸の功績を讃え、両

国の今後の友好を誓いました。

小
浦
ダ
ム
が
完
成
！�

水
害
を
防
ぎ
、水
不
足
の
解
消
に

小浦ダムの概要�
○形式：重力式コンクリートダム　○堤高：28.5ｍ
○堤頂長：98ｍ　○総貯水量：40万㎥　○総事業費60億円
○周回道路：約1.8km

記念植樹�ダムの天端道路の通り初めを行う参加者�

�

ソーラン節を披露する厳原北小学校の児童達�

�

今
日
の
繁
栄
平
和
の
礎
と
な
っ
た

戦
没
者
の
ご
冥
福
を
祈
る

い
し
ず
え

　
平
成
17
年
度

　
対
馬
市
戦
没
者
追
悼
式

て
ん　
ば

朝鮮通信使「李芸」の功績碑建立される�
�

円通寺境内（峰町佐賀）　　対馬韓国先賢顕彰会
り　　げい

り　げい

お
ご
そ
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阿
比
留
明
夫
会
長�

同
窓
生
の
皆
さ
ん�

米
倉
源
藏
校
長�

　
長
崎
県
立
対
馬
高
等
学
校
の
創

立
１
０
０
周
年
を
祝
う
記
念
式
展

が
、
11
月
５
日
同
校
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
式
典
会
場
の
体
育
館
に

は
、
米
倉
源
藏
校
長
を
は
じ
め
学

校
関
係
者
、
記
念
行
事
実
行
委
員

会
、
長
崎
県
知
事
、
来
賓
等
と
共

に
同
窓
生
も
多
数
集
ま
り
、
１
０

０
年
の
歴
史
に
思
い
を
馳
せ
ま
し

た
。

　
同
校
は
、
明
治
38
年
に
上
下
県

郡
総
町
村
立
対
馬
中
学
校
と
し
て

開
校
。
そ
の
後
、
明
治
41
年
に
設

立
さ
れ
た
私
立
対
馬
女
学
校
を
前

身
と
す
る
県
立
対
馬
女
子
高
等
学

校
と
昭
和
23
年
に
統
合
し
誕
生
し
ま
し
た
。

現
在
ま
で
に
２
万
１
千
名
を
超
え
る
卒
業
生

を
送
り
出
し
て
い
ま
す
。

　
午
前
９
時
50
分
よ
り
始
ま
っ
た
式
典
で
は
、

校
長
式
辞
に
続
き
、
県
知
事
及
び
実
行
委
員

会
の
阿
比
留
明
夫
会
長
が
挨
拶
を
行
い
ま
し

た
。
挨
拶
の
中
で
阿
比
留
会
長
は
「
対
高
生

と
い
う
誇
り
を
一
生
胸
に
秘
め
て
、
個
性
豊

か
な
人
物
に
成
長
し
て
く
だ
さ
い
」
と
在
校

生
を
激
励
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
在
校
生
が
ヒ
ッ
ト
曲
の
「
島
人

ぬ
宝
」
（
し

ま
ん
ち
ゅ
ぬ

た
か
ら
）
を

記
念
合
唱
。

対
馬
へ
の
愛

情
を
歌
詞
に

込
め
て
歌
う

在
校
生
達
の

心
の
こ
も
っ

た
歌
声
に
、

多
く
の
列
席

者
が
感
動
し

て
い
ま
し
た
。

創立100周年を祝う! 対馬高校　

対
馬
高
校
の
新
た
な
シ
ン
ボ
ル
に
！

　
　
〜
創
立
100
周
年
記
念
像
が
贈
ら
れ
る
〜

生徒会より花束を贈られる�
記念像制作者の小代さん�
�
�

感謝の言葉を述べる�
生徒会長の古藤恵利さん�
�

　
対
馬
高
校
の
玄
関
前
に
、こ
の
ほ
ど
高
さ

約
２
・
３
ｍ（
台
座
を
含
め
る
と
約
４
・
５

ｍ
）
の
精
悍
な
男
性
像
が
お
目
見
え
し
ま
し

た
。
こ
の
像
は
、
創
立
百
周
年
記
念
事
業
実

行
委
員
会
よ
り
、
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て

贈
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　
像
の
制
作
者
は
日
展
の
嘱
託
作
家
で
あ
る

小
代
猛
さ
ん
（
64
歳
）
で
、
昭
和
40
年
か
ら

５
年
間
、
加
志
々
中
学
校
な
ど
で
教
壇
に
立

つ
な
ど
対
馬
と
の
ゆ
か
り
の
深
い
方
で
す
。

約
１
年
８
ヶ
月
の
制
作
期
間
を
経
て
完
成
し

ま
し
た
。

　
こ
の
像
は
、
大
地
に
根
ざ
し
て
成
長
し
て

ゆ
く
若
者
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
も
の
で
、
右
手

に
は
校
歌
の
歌
詞
で
あ
る
「
高
き
理
想
を
」

を
表
現
し
、
握
り
し
め
た
拳
は
力
強
さ
、
意

志
、
決
意
を
表
現
し
て
い
ま
す
。

　
生
徒
、
職
員
を
は
じ
め
同
窓
会
代
表
者
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
な
ど
総
勢
１
０
０
名
が
見
守
る

中
、
10
月
27
日
に
行
わ
れ
た
除
幕
式
で
は
、

実
行
委
員
会
の
阿
比
留
会
長
が
「
こ
の
像
と

心
を
つ
な
ぎ
あ
っ
て
素
晴
ら
し
い
学
生
生
活

を
送
っ
て
下
さ
い
」
と
挨
拶
。
生
徒
を
代
表

し
て
、生
徒
会
長
の
古
藤
恵
利
さ
ん
は
、「
素

晴
ら
し
い
記
念
像
を
作
っ
て
い
た
だ
き
、
在

校
生
と
し
て
本
当
に
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

私
た
ち
対
高

生
も
こ
の
像

の
よ
う
に
、

力
強
く
、
堂

々
と
生
き
て

い
き
た
い
と

思
い
ま
す
」

と
感
謝
を
述

べ
ま
し
た
。

し
ょ
う
だ
い
た
け
し


